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義之校精神「仁・義・礼・智・信」 

１０月も半ばを迎え、すっかり秋めいてきました。「勉強の秋」「読書の秋」「運動の秋」や 

「食欲の秋」などと言われるように、何をするにも気候的に一番良い時期です。どんな「〇 

〇の秋」がいいでしょうか。 

日の入の時刻も早まり、周囲が暗くなる時間が短くなります。毎年、秋から冬にかけての 

夕暮れ時は、様々な要因から交通事故が増える傾向にあります。自動車側、自転車や歩行者 

側もお互いに時間や気持ちに余裕を持ち、安全運転を心がけたいですね。 

令和７年４月１７日に実施した「全国学力・学習状況調査」の結果が公表され

ました。新聞等で井原市・岡山県、全国の平均点をご覧になられたかと思います。

西江原小学校は、国語科と算数科ともに全国平均を上回っていました（国語科：

３．２ポイント、算数科：４．０ポイント）。昨年度も、国語科・算数科とも全国

平均を上回っていました。 

全体の結果はよかったですが、以下のような課題も見られました。 

（国語科）目的に応じて必要な情報を文章の中から見つける問題 

（算数科）図形の定義を問われる問題や分数にかかわる問題 

 基礎・基本にかかわる内容（漢字の読み書きや四則計算など）は、学習のもと

となる部分です。西江原小学校だけでなく、「活用」と言われる内容に課題がある

ことは全国的に言われています。 

２学期からは、国語科では朝学習の時間を利用して条件に合わせて文章を書く

問題に取り組んでいます。算数科では、学習内容の定着に個人差が大きいことか

ら、習熟度別のグループ学習を行うこととしています。会わせて、自主学習の取

組を充実させていきます。学校で学習したことを復習したり、学習したこと使っ

て自分で問題を作ったりすることで、学習内容の定着と活用の両方を行うことが

できます。 １０月１日（水）に、令和７年度井原デニム PR大使任命式を行い、３年生と６年生が PR大使に任命されまし

た。総合的場学習の時間に、３年生は「井原デニムのひみつ」、6年生は「井原デニムを PRしよう」として、工

場見学をしたり体験活動をしたりすることを通して、井原デニムの良さをもっと伝えたり広めたりしたいという

思いから、今回の「井原デニムＰＲ大使」に任命されることになりました。 

 子どもたちの取組は、１０月２５日（土）の学習発表会で発表することとなっています。子どもたちの思いや

願い、学習した成果などをしっかりと見ていただけたらと思います。 

 今月は「デニム月間」として、毎日デニム製品を児童も教職員も身に着けることができることとしています。

また、２０日（月）から２６日（日）は「デニムを履こうウィーク」として、井原市全体でもデニム製品を身に

付けることができる取組も行われます。 

保護者の皆様のご理解とご協力の程よろしくお願い 
いたします。 
 

１０月９日（木）、秋晴れのすがすがしい青空の下、井原市運動公園陸上競技

場で「井原市学童陸上運動記録会」が行われ、６年生が参加しました。 

６年生は出場種目を決め、体育の時間を中心に、練習に取り組んできました。

当日は、自分の目標や自己記録更新を目指して、全力で競技に臨みました。 

１０月２５日（土）は学習発表会です。子どもたちは、最高の発表をしよう

と練習に取り組んでいます。大勢の方のご来校をお待ちしています。 


